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本論文では、 1999年 6 月から2000年 6 月までにとられたデータを用い、スーパーカミオカンデにおける電子ニュー
トリノ事象を探索することで、ミューオンニュートリノから電子ニュートリノへの振動を検証することを目的とする o
本論文では、まず KEK 所内の前置検出器のひとつである Fine-Grained Detector を用いて、生成されたビーム
中の電子ニュートリノの割合を測定した。その結果、ニュートリノビーム起源のミュー粒子1575事象、電子13.7事象
を観測し、ミューオンニュートリノに対する電子ニュートリノの割合は1.78:t0.62 (stat.) ~~:óg (sys.) (%)と計算され、
シミュレーション通り小さいことが確認された。





矛盾しない結果を得た。これらから、 ð. d ミ 3X10 -3eV2 かつ sin2 (28 13) ミ 0.7 のパラーメータ領域における振動を
棄却することができた。
論文審査の結果の要旨
本実験はつくば市高エネルギー加速器研究機構 (KEK) の陽子加速器で作られたニュートリノビームを、 250km離
れた岐阜神岡鉱山地下のスーパーカミオカンデ検出器で観測することによって、ニュートリノ振動の有無を検証する
ことを目的としている。





リノの質量自乗差ð.d = 6 X 1O- 3eV2 では sin 2 (28Iu) >0.10、D.rl = 1.2 X 1O-3eV2 では sin2 (28 J.) >0.13のパラメー
ター領域において、ミューオンニュートリノから電子ニュートリノへの振動を否定することができた。
本実験は、標準理論を超える新現象ニュートリノ振動事象に新しいデータを与えることにより、素粒子論の発展に
重要な貢献をした。よって博士(理学)の学位論文として十分価値のあるものと認める D
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